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O学校教育 法施行規則の 一部を改正 する省令（文部33 )
（平10 . 8 . 14官報第2445号 ）
O大学等におけるヒトのクローン団体の作製についての
研究に関する指針を定める件（文部 1 29 )（平10. 8 .31  




種 類 所 属 職 名 氏 名 滞在地の属する国名並 調 査 研 究 題 目 派 遣 期 間
ぴに派遣先の機関名
ノて 一 ク レ 一 10 . 1 1. 1 6 フリーラジカル細胞系 からの
海外研究開
工学 部 助教授 松郷 誠一 （ア メリカ合衆国 ） 発生計量 法の確立に関する調
発動向調査 カリフォルニア大学
査研究
パ ー ク レ ー 校
10 . 1 2. 23 
���［！） 
異動区分 発令 年月日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内
n廿aで・
採 用 10 . 9. 1 大 林 美由紀 事務補佐員（人文学部・ 理学部庶務係 ）
今 i度 溢 美 佳 教務補佐員（人文学部・ 理学部化学科 ）
，シ 近 藤 俊 彦 事量補佐目（冊目図書館情報サーピ1謀情報サーピス品）
今 高 山 恭 一 宅〉 ，， 
ゐ 油 井 晶 代 イシ ’， 
イシ 熊 谷 さおり ，， イシ
今 島 先 厚 至 ，， 。
今 大 橋 正 浩 ，》 ，， 
今 中 根 ー 剛 イシ 。
.,,, 加 藤 奏 今 ,,, 
昇 任 10 . 9 1 長 井 由 里 講 師 人文学部（人文学科歴史文化） 助教授 人文学部（人文学科歴史文化）
転 任 10 . 9. 1 川 村 隆 一 主任研究官科学技術庁防災科学技術研究所 助教授理学部（地球科学科地球ダイナミクス）
併 任 10 9. 1 ，刃三＝＝ ？： 孝 文 教 授 教育学部（学校教育） 教育学部閉属教育実路研究指導セン� －長（～ 12 .8 . 3 1 )  
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富山大学説明会を開催
一 富 山 大学会場一
去る 8 月 4 日（火）に 本学を会場 （ 黒田講堂等） として富
山 大学説明会を開催しました。
この説明会は， 大学進学を目指す高校 2 年生及び3年










当 日は， 午前中に 高等学校の進路指導担当教諭を対象
とした説明を行い， 午後からは本学への進学を希望する
高校生及び その父兄な どへの説明を 行いました。
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もあり， 今年は昨年より200 人多い約700 人の参加者があ
りました。
当 日は， 午前中黒田講堂に おいて， 時津学長の挨拶を
はじめ， 本学の概要や平成1 1年度入試の説明， 大学紹 介
ピデオの上映が行われ， 午後からは希望する学部に別れ
て， 模擬講義や実験室の紹介な どを 行いました。
参加した高校生たちは， 進路決定の参考に と， 終始熱
心に教職員の説明に 聴き入っていました。
企実験室紹介（工学部）
説明会では， 大学概要及び各学部の説明， また平成 1 1
年度入試の説明， 大学紹介ビデオの上映（午後の部のみ）


























平成10年度学校図書館司書教諭講習が， 去る 8 月3 日




るもので， 本学では平成 5 年度から実施しており， 今
回で 6 回 目 となりました。
本年度は， 1 14人の受講者があり， その内訳は現職教








学校図書館の利 用指導 休憩 学校図書館の利用指導




専 門 員 秋元 園男
10 日（月）
椙山女学園大学
教 授 黒柳 晴夫(11 日）11日（火）
図書以外の資料の利 用 休憩 図書以外の資料の利 用
富山 大学教育学部12 日（水）







恒例となった 中学生 を対象とした公開講座 （体験学習）
を去る 7 月30 日（札 3 1日（金）の 2 日間にわたって工学部の
研 究室を会場として開講しました。
この公開講座は． 本年で 4 回 目 を数え， 科 学に興味を
持つ 中学生が多数参加する安定した企 画に成長し， 今回
のテーマを「新しいもの創り」， 副題を （2 1 世紀へのア
プローチ） として県内の 中学生46人が参加しました。 今
回の企 画の特色は， 2 日間で同一研 究室をゆっくり体験
する班と 2 研 究室を体験する班とに分けたことで， 時間
を 1 つの研究室にかけることで， 研究内容や研 究の本質
の深い理解と「もの創り」に集中できることから， 従来
より高い学 習効果を期待したものであります。 （昨年ま









渡航の種類 所 属 職
外国出張 人文学部 議 師
工学 部 教 授
理学 部 助 手
人文学部 教 授
工学 部 助教授
理学 部 教 授
工学 部 助 手
理学 部 助 手
工学 部 助教授
，， 助 手
理学 部 教 授
工学 部 助 手
地減共 同
研究セ ン 講 師
タ ー
,..,,,, 守田 報 第404号
＠®⑤⑮⑤ 
氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
1 0. 8. 1 
長井 由皇 中華人民共和国 中 国東北地方の近代史等に関する史
料収集
1 0. 8.2 0 
10. 8. 2 
第 9 回新規な芳香族化 合物に関する黒田 重靖 中華人民共和国
国際 会議に出席， 研究発表
10 8. 5 
10. 8. 4 
辻 瑞樹 イ ン ド ネ シ ア ポゴー ル植物園内及び周辺の アリ類
の生態調査
10. 8.3 1 
10. 8. 9 
連 正ロ〉 王 国小Ill 洋通
フ フ ン ス
現代英語の語用論 的研究
1 0.10. 9 
1 9 98IEEE情報理論に関する国際 シ 10. 8. 1 4  
田島 正登 アメリカ合衆国 ン ポジウムに出席， 研究発 走研究
打合せ， 資料収集 10. 8.2 7 
1 0. 8.1 5 
国際 光合成会議に出席， 研究発表，井上 Pム ノ、 ン ガ
資料収集
10. 8.2 8 
10. 8.1 5 
第14回パター ン認識国際 会議に出席，酒井 充 オー ストラ リ ア
研究発表
10. 8.2 2 
1 0. 8.1 6 
高圧極低温固定装置を使用した国際唐原 一郎 アメリカ合衆国
学 術研究
1 0.10.1 5 
1 0. 8. 1 6  
ギ ";," 国際 乾燥学 会主催の国際 会議等に出吉田 正道 ヤ
ド イ ツ 成研究発表
10. 8.2 7 
10. 8.1 6 
第14回パター ン認識国際 会議に出席，加藤ジェー ン オー ストラ リ ア
研究発表等
10. 8.2 2 
環日本海地域における開発と環境に 10. 8. 18 
小島 骨量 ロ 〉／ ア 逮 邦 関する調査・研究に関する資料収集，
現地調査等 10. 8.2 5 
オ フ ン ダ 10. 8.18  
高橋 隆一 フ フ ン ス 第
14回真空国際会議等に出席， 研究
連 � 
発表， 研究打合せ， 資料収集王 国 10. 9. 4 
10. 8.18  
米山 嘉治 アメリカ合衆国 米国での産学の共同研究の実態調査
10. 8.3 0 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名
外 国出張 経済学部 教 授 酒井 富夫
工学 部 助教授 西村 克彦
経済学部 教 授 中藤 康俊
人文学部 助教授 武田 昭文
工学 部 教 授 竹越 栄俊
理学 部 教 授 渡遁 義之
工学 部 助 手 岡根 正樹
海 外 研修 工学 部 助教授 小田 晃規
，， 助 手 宮武 滝太
内ヤ 助教授 小 出 民路
外 国人人文学部 教師 朱 継征
教育学部 助教授 岡安 隆
理学 部 助教授 吉田 高士
工学部 助教授 長谷 博行
経済学部 助教授 中村 和之
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� 守’ 幸日
渡 航 先 国
アメリカ合衆国
南 ア フ リ カ
中華人民共和国
ロ ン ア 連 邦












プ 1レ ガ ア
オー ストラ リ ア
ア ル ゼ ン チ ン
第404号
目 的 期 間
1 0. 8 . 2 0  
農業の産業化 に関する研究
1 0.1 0.1 9 
1 0 .  8. 2 0  
第11回 超微細相互作用 国際会議に出
席， 研究発表
1 0 .  8.3 0  
1 0 .  8. 2 2  
環日本海地域における開発と環境に
関する調査 研究
1 0 .  8 . 2 9  
1 0 .  8 . 2 4  
環日本海地域における開発と環境に
関する調査 研究
1 0 .  9 .1 9 
1 0 .  8 . 2 8  
第 5 回 アジ ア熱物性 会議に出席， 研
究発表 ， 研究打合せ
1 0 .  9 .  2 
1 0 .  8.3 0  
対称空間の一般化と空間構造に関す
る研究
1 0 . 10. 2 9  
2nd Internationa l  Symposium 1 0. 8 .3 0  
on Fretting Fatigue に出席 ， 研
究発表 1 0 .  9 .  4 
1 0 .  8. 2 
第 9 回 国際新芳香族化学会議に出席，
研究発表
1 0 .  8. 7 
1 0 .  8. 2 
第 9 回 国際新芳香族化学会議に出席
1 0 .  8. 8 
1 0 .  8. 7 
国際会議「銀河のダイナミクス」 に
出席， 共同研究
1 0 .  8 . 21 
1 0 .  8.1 0 
北京大学及び北京師範大学における
資料収集
1 0 .  8 . 2 9  
1 0 .  8.1 5 
国際数学者 会議に出席 ， 研究発表
1 0 .  8.31 
1 0 .  8.1 5 
’ 98国際数学者 会議等に出席， 研究
発案資料収集等
1 0 .  9.13 
1 0 . 8.1 6 
第14回 パター ン認識国際会議に出席，
研究発表
1 0 .  8 . 2 0  
1 0 .  8 . 21 
第 54回 国際財政学会に出席 ， 研究発
走資料収集
1 0 .  9 .  2 
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液航の種類 所 属 職 氏 名
海外研修 経済学部 助教授 垣回 直樹
キ ャ レ ン
外国人人文学部 フ ェ ダ ー教師
フ ォ Jレ ト
理学 部 助教授 大藤 茂
教育学部 助教授 鼓 みどり
経済学部 助 手 馬 駿
理学 部 助教授 阿部 幸 隆
，， 教 授 I青楼 保弘
工 学 部 助教授 小原 治 樹
理学 部 助教授 石岡 努
，， 講 師 張 !f!}J 
。 教 授 内山 実
今 教 授 金森 寛
，， 助 手 池本 弘之
，， 助 手 横山 初
，， 助 手 松田 恒平
� ザー 報
渡 航 先 園
ア ル ゼ ン チ ン
速 合 王 国
アメリカ合衆国
大 韓 民 国
ス « イ ン
フ フ ン ス
中華人民共和国
ポ ー フ ン ド
ド イ ツ
フ フ ン ス
d口a、 湾
アメリカ合衆国
フ フ ン ス
オ フ ン ダ
イ タ ア
フ フ ン ス
ド イ ツ
アメリカ合衆国
オ フ / ダ
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目 的 期 間
10.  8 . 2 1  
第 54回 国際財政学会に出席， 研究発
表 ， 資料収集
1 0. 9 .  2 
10. 8. 2 4  
レスター大学等における資料収集 ，
研究打合せ
10.10. 1 1  
1 0 .  8 . 2 4  
情造 地質研究会 第 1 回日韓合同大 会
に出席， 之研究発表
1 0 .  8 . 2 9  
10. 8 . 2 5  
美術史 研究等に関する調査 ， 資料収
集
1 0.10. 1 
10. 8 . 2 5  
中国企業の人事管理に関する資料収
集現地調査
10. 8. 3 1  
10.  8 . 2 5  
第 4 回差分方程式とその応用国際会
議に出席， 研究発表 ， 共同研究
10. 9. 1 6  
1 0. 8 . 2 6  
第 8 回 国際地球化学会に出席， 研究
発着己研究打合せ
10.  9 .  5 
1 0 .  8 . 2 7 
ワイヤ放電加工の講演， 指導討議．
調査 研究
10.  9. 2 
10.  8. 2 8  
長鎖状化合物の振動分光学に関する
研究
1 1 .  8 . 2 8  
The 8th Annual Golds chmidt 10. 8. 2 8  
Conferenceに出席， 研究発蕊 研
究交流 10.  9 .  9 
10. 8 . 2 9  
第 19回ヨーロッパ比較内分泌学会に
出席， 研究発案研究打合せ
10. 9. 8 
10.  8. 2 9  
第 33回配位化学 国際会議に出席， 資
料収集
1 0. 9. 7 
1 0 .  8 . 2 9  
LAMlO 国際会議に出席， 研究発表 ，
研究打合せ等
10. 9 . 1 2  
1 0 .  8 . 3 0  
天然、物合成の研究
1 1. 8 . 3 0  
1 0 .  8. 3 0  
第19回ヨーロッパ比較内分泌学会に
出席， 研究発案研究打合せ
1 0 .  9 .  9 
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く住所変更＞
部 局 名 ，巨...... 職 氏 名
理 寸，，，.・ 者5
助 手
池 本 弘 之
（物性物理学）
工 且寸星一． 昔日 文 部技官 井i事 真由美





人文学部・理学部 事 務補佐員 大 林 美由紀
（庶務係）




8 月 4 日 富 山 大学説明会 （ 黒田 講堂）
6 日～7 日 平成10 年度東海・ 北陸地区著作権セミナー
（ 富 山県農協会館）
7 日 富 山 大学説明会 （KK R名古屋三の丸）
第56回東海・北陸地区国立 大学長会議 （静岡
大学）
12 日 教養教育委員会 三専門委員長打合せ
1 9日 人事院勧告説明会 （金沢 合同庁舎）
2 1 日 北陸地区会計事務担当者連絡協議会（福井大学）
25日 大学入試センター試験入試担当者連絡協議 会
（とやま自遊館）
26 日 国立 大学協会第7常置委員会 （国立大学協会）
26日～28日 東海・北陸地区国立学校等教室系技術職員合
同研修 （金沢 大学）
27日～28日 中部地区研修担当者研 究 会 （名古屋合同庁舎）
3 1 日 ～ 9月 4 日
国立学校事務情報化担当職員研修（名古屋大学）
8 月3 日 ～ 12 日
平成10 年度学校図書館司書教諭講習
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2 9日 附属 小学校及び附属 中学校第2 学期始業式









8 月 4 日 学科 長会議
13 日 学部教務委員会
27日 学部就職指導委員会
8 月1 1 日 機器分析センター運営委員会
学部運営委員会
26 日 電子広報委員会












人 事 院 勧 告 ・ 報 告 の 骨 子
I 勧告するに当たっての基本認識
近時の不祥事を厳しく受け止め， 適切な対応が必要。 そのための具体策を提言
民間では経営合理化の取組が進展。 公務でも組織定員の削減， 事務・ 事業の効率 化 の推進の必要性を認識
社会経済システムの構造変 化の下． 時代の変 化に対応し得る弾力的な人事システムへの転換を推進






2. 785円 0. 76% （内訳 本較差 0. 71% 遡及改定分 0. 0 6%)
俸給 2. 247円 諸手当 39 5円 はねかえり分 143円 計 2. 785円
〔行政職（ ）ー・（二） 現行給与 364. 1 13円 平均 年齢 40. 0歳〕
～ 民間給与の水準との均衡 給与配分の適正 化
(1） 俸 給 表 く給与カーブの「早期立ち上がり型」への修正 ＞
① 行政職（ ）ーの初任給 （勤務地に応じて調整手当を加算）
I種 184. 200円（現行 183.200円） E種 174. 200円（現行 173.000円） E種 141, 700 （現行 140. 700円）
② 行政職（ ）ー 中堅層の改善に重点 引上率 0.3%～ 1. 0%（平均 0. 7%)
③ 各俸給表 行政職との均衡を基本に改定 看護婦等に配慮
公安職（ ）ーに特 2 級を新設 （刑務官等の職務の実態を考慮）
(2） 昇 給 原則55歳昇給停止 （現行58歳）
（民間賃金の動向への対処， 世代間の給与配分の適正 化 ）
(3） 手 当 く職員の経済的負担， 人材確保， 勤務の負担等への対処〉
① 扶養手当 高校生， 大学生等の子 がいる場合の加算額 1 人につき4 ,000円→ 5, 000円
② 単身赴任手当 ・基礎額 20, 000円→ 23, 000円
・ 加算額 距離区分に応じて 4,000円～29,000円→ 6, 000円～45, 000円
③ その他
- 1 1 -
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医師の初任給調整手当 ・医療職（ ）ー
幸E
最高 3 12.200円→ 3 16.400円
・医療職（ ）ー 以外 （医系 教官等） 最高 51, 400円→ 51.600円
宿日直手当一般の宿日直3, 800円→ 4,000円業務当直 最高 6,800円→ 7,000円な ど
義務教育等教員特別手当 新設の 中等教育学校 （ 6 年制） の教員にも支給
3 実施時期
第404号
平成10 年 4月 1日 （宿日直手当 平成1 1年 1 月 1日， 昇給停止年齢の引下げ・中等教育学校教員への義務教育 等




・ 福祉関 係 職員の処遇の確立 高度の専門職の処遇の枠組みの検討
III 公務運営の改善
1 弾力的な採用， 昇進管理等
E種• III種等採 用職員の幹部職員への登用は， 早期選抜と計画的育成を基本に， 各省庁が積極的に取り組むこ
とが重要。 本院は， こ れを促進・支援するため， 登用候補者の選抜方法の提示 ， 登用候補者への研修の新設等に
つき各省庁と協議しつつ具体化を検討一平成11年度 目 途
・ 高度の専門性を有する民間の人材を活用するため， 任期を限って採用し， その専門性にふ さわしい給与等の適
切な処遇を確保するシステムの整備を検討一別 途意見の申出
・ 外務公務員採 用 I種試験を廃止 （平成13年度） 。 I種技術系 試験区分の統合・再編を検討
人材育 成のため， 在外研修制度を拡充， 博士号 の取待機会付与， 自発的な大学院進学制度等を検討
2 早期退職慣行の見直し
・ 各省庁は それぞれの人事管理上の特性を踏まえ， 計画的な退職年齢の引上げに努力。 退職年齢引上げの取組を
政府全体を通じて着実に推進。 幹部職員の勧奨退職についての 目 標を設定し， 具体的に促進するための 条件 整備
等を図る必要
・ 退職年齢の引上げが円滑に進むよう， 能力， 適性を重視した複線的人事管理， スタッフ職等の整備と適切な処
遇の確保へ向けての取組
3 超過動務の縮減
超過勤務の上限時間数は， 災害等避けることのできない事由に基づく場合を除き， 年間360 時間を 目 安。 育 児・
介護責任を有する職員には， 年間360 時間の上限規制を導入
各省庁の国会， 予算等の業務については当面 目 安時間の設定は困難。 業務の合理化 に向け， 行政部内全体での
取組のほか， 関 係 各方面の理解と協力を得る必要
やむを得ない長時間の超過勤務は， 厳重なチェック， 健康診断を徹底。 「早出， 遅出」の積極的活用
4 女性の採用， 登用等






行 政 職 俸 給 表 （一）




級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級 11 級の級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
1 188,500 223,600 241 600 262,600 282,500 304,400 340,300 380,200 430,100 
2 13 7 300 1 74 200 195,600 231,900 250,800 2 71 800 292,000 314 700 352 700 392 800 444,800 
3 141,700 181, 100 202,900 240,500 260,100 281,100 301,800 325,100 365,100 405,400 459,500 
4 146,300 188 500 210 200 249 600 268,900 290 400 311,800 335,800 3 77 ,200 418,000 4 74,300 
5 151 600 194,400 218 300 258,900 2 77, 700 299, 700 321,800 346,500 389,100 430, 700 488,800 
6 15 7,500 199,800 226,400 267 ,600 286,500 309,300 332,000 35 7 ,200 401,000 443,100 503,200 
7 163 600 205,100 234,400 2 76 200 295,300 318 900 342 200 367 300 412,900 455,300 51 7 500 
8 1 70,000 210 400 241,900 284, 700 304,000 328,500 352,200 37 7,100 424,900 466,900 531,800 
9 1 74,600 215,400 248,600 293,100 312, 700 338,100 361,900 386,900 436,800 4 78,300 546,100 
10 1 78,300 219 900 255,100 301 300 321,200 34 7 ,600 3 71,400 396,600 448,000 489 400 560,400 
11 181.400 224,400 261 500 309 200 329.500 35 7 200 380,800 406,300 458,200 499,200 5 71,800 
12 184.200 228,800 267,300 316, 700 33 7 ,200 366, 700 389,900 416,000 468,000 508,200 5 79,200 
13 186.900 233,100 2 72,900 324,000 344,900 3 76,000 398, 700 425,200 4 76,000 515,800 586,300 
14 189 100 236 500 2 78,100 331,100 352 300 385,100 405,900 433,600 482,800 522 900 592 500 
15 191,200 239,600 283,300 33 7,500 358,200 392 900 411,800 439,800 489 500 52 7,500 59 7 ,300 
16 192 800 242, 700 288 000 343 300 363,300 398, 700 41 7,000 445,800 494,200 
17 245,800 292 200 34 7 200 367,500 404,200 421 500 449,900 498 700 
18 248, 700 295 900 350 700 3 71 000 40 7,900 425,300 453,900 503 000 
19 250 700 299 300 354,200 3 74 200 411 600 429,100 45 7,900 
20 301,800 356,600 3 77 ,200 415,200 432,900 461, 700 
21 303,900 359,000 3 79,900 418,800 436, 700 465,500 
22 306,000 361,400 382,600 422,400 440,400 
23 308 100 363,800 385,300 426 000 
24 310 200 366,200 388,000 429,600 
25 312,300 368,600 390, 700 
26 314,300 3 70,900 393,500 
2 7  316 300 3 73,200 





備考（一） この表は， 他の俸給表の適用を受けないすべての職員に適用する。 ただし， 第二十二条及び附則第三項に規定
する職員を除〈。
（二） 3級の 1号 俸を受ける職員のうち． 新たにこの表の適用を受けることとなった職員で人事院規則で定めるもの
の俸給月額は， この表の額にかかわらず， 184, 200円とする。
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2 123 000 
3 126, 700 
4 130,500 
5 134,200 





11 167 400 
12 174,200 
13 180,200 
14 185 800 
15 190,600 
16 195 200 
17 199 900 
18 204,000 
19 207 800 
20 210,900 
21 214 000 
22 217,100 


























































































































239 000 268,500 
246,100 276 100 
253 300 284 300 
260,300 292,500 
267 300 301 100 
274 100 309 700 
280,500 318,100 
286,400 326,300 
292,000 334 200 




318 700 369 500 
323 500 375 600 
328 000 381,500 
332 500 387,000 
336 700 392 200 
340,500 396 900 
344,100 401 600 
347 400 405,900 



















7 208 900 
8 216,700 
9 225,200 
10 234 800 
11 242,900 
12 251, 700 
13 260,000 
14 268,000 
15 275 500 
16 282,900 
17 289 700 
18 296,300 
19 302 800 











31 349 100 
32 351 300 
33 353 400 
34 355,600 
35 357 800 
36 360,000 
37 362 200 















































































292,700 376 800 
308 000 392,500 
323,400 405,300 
338,800 418,000 
354,400 430 400 
369,900 442 400 
385,300 454 400 




435 900 513 200 
444 600 525 000 
452,500 536,700 




486,500 585 000 
492 400 593,600 
498,100 600 100 
503,600 605 200 














3 156 900 
4 164 200 














19 283 300 
20 290 300 
21 297 000 
22 303,300 
23 309,500 






30 348 100 
31 351 300 
32 354,400 
33 357,400 
34 359 500 
35 361 600 
36 363,600 
37 365 500 

















































318,900 417 400 
332,900 427 ,600 
346 500 437 500 
357 ,000 447 400 
367 400 457 200 
378 000 466 500 
388 100 475 700 
398,100 484 600 
408,000 493,900 
417 ,500 503 200 
426,700 513,500 












備考（ ）ー この表は， 高等学校及びこれに準ずるもので人事院の指定するものに勤務する校長， 教頭， 教諭， 養護教諭，
助教諭， 実習助手その他の職員で人事院規則で定めるものに適用する。
（二） この表の適用を受ける職員のうち， その職務の級が3級である職員で人事院規則で定めるものの俸給月 額は，
この表の額に8,200円をそれぞれ加算した額とする。
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号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円
1 2 76,800 412,300 
2 150 400 166 400 290, 700 421,400 
3 156,900 1 74,800 304,800 430,200 
4 164,200 184 000 318 900 439 000 
5 1 72 300 195 100 332 900 44 7,500 
6 181,500 202,100 346 500 455,600 
7 191 600 209.500 35 7,000 463,600 
8 198,400 21 7,100 367,400 4 71,100 
9 205,300 225,100 3 77,800 4 78,400 
10 212 000 236,400 386,900 485,300 
11 218 900 248,300 395,600 492 600 
12 226,000 260 400 404,100 499,900 
13 233, 700 2 73,300 412,400 506,600 
14 241,200 286,400 420,400 511,900 
15 248,400 299,800 428,300 516,000 
16 255 500 313,800 435,900 
1 7  262 300 32 7 700 443,100 
18 268 900 340, 700 450,100 
19 2 75 500 350 900 456 900 
20 281 600 360 900 463,200 
21 28 7 000 3 70 900 468,800 
22 292,100 3 79,400 4 73, 700 
23 296 900 38 7,800 4 78,100 
24 301,300 395, 700 481,900 
25 304,800 402 900 4邸，100
26 308 300 409,600 4飽，100
2 7  311,800 415,500 
28 314,400 421 100 
29 316,300 426,400 
30 318,200 431,400 
31 320,100 436 400 
32 322 000 440, 700 
33 323 900 445 000 
34 449,300 
35 453 000 
36 455,600 
備考（一） この表は， 中学校， 小学校， 幼稚園及びこれらに準ずるもので人事院の指定するものに勤務する校長， 園長，













3 14 7 500 
4 154 400 
5 161 300 
6 169,000 
7 1 76 700 






14 215, 700 
15 220 200 
16 224, 700 
1 7  229 000 
18 233,300 
19 236,800 
20 239 900 
21 242,900 
22 245,400 













180,200 21 7,300 
186,900 225 000 
193,600 233, 100 
200,300 241 400 
20 7 000 249,900 
213 800 258 500 
220, 700 267,000 
22 7, 700 2 75,600 
235 200 284,100 
242 200 292,600 
249,100 300,900 
255, 700 309,000 
262,300 316,900 
268,100 324 500 
2 73,600 331.800 
2 78 800 338 600 
284,000 344 800 
288, 700 349,000 
293 200 353,200 
296,500 356,900 
299 100 359, 700 
301,500 362 500 
303,400 365 000 
305,300 367 400 
30 7 200 369,600 
309,200 3 71,800 
311,200 3 74,000 
3 76,300 
3 78, 700 
報 第404号
4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円
234,300 2 71,800 314 700 351,400 418,100 
242 700 281 500 325 100 363 400 430,600 
251 400 291 200 335 500 3 75,400 443 100 
260,100 301,000 345 800 38 7,300 455,600 
268 800 310 900 356,100 399 100 468,000 
2 77,500 320,800 366,000 410,900 480,400 
286 300 330,900 3 75 800 423 100 492,800 
295 200 340 800 385,600 435 300 505 400 
304 200 350 500 395 500 44 7 000 518 300 
313,200 360 000 405,500 45 7 ,600 531 100 
322,000 369,400 415,400 467, 700 539,100 
330 500 3 78 200 424 600 4 76 000 546,500 
338 500 38 7 100 433,200 482 800 553 400 
346,400 395,200 439,600 489,500 560,200 
353,900 401,500 445, 700 496,400 565,600 
360 000 40 7,800 449 900 500 800 5 70,100 
365,400 412, 700 453,900 505,100 
3 70 300 41 7,500 45 7,900 
3 74,000 421,500 461, 700 
3 77,600 425 200 465 500 
381,000 428,800 
384 100 432 400 





備考 この表は， 病院． 療養所． 診療所等に勤務する薬剤師． 栄養士 その他の職員で人事院規則で定めるものに適用する。
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5 級 6 級 7 級
俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円
281,200 318,700 353,500 
289,900 328,500 365,500 
298 600 338,800 377,500 
307 ,300 349,400 389,500 
316,200 359,800 401,400 
325,000 369,700 413,800 
333,700 379,600 426,300 
342,200 389,500 438,100 
350,000 399,500 449,600 
357,800 409,700 460,600 
365,600 420,100 471,200 
373,300 429,800 480,700 
381,100 438,700 488,900 
3 鎚，800 447,600 497,000 
396,500 456,500 504 ,900 
404,000 464,700 512,200 
411,100 472,800 517,100 
417,300 480,700 521,400 
422,200 488,000 525,400 

























俸 給 月 額
円
5 9 3 ,  0 0 0 
6 5 8 ,  0 0 0 
7 2 9, 0 0 0 
8 1 o .  0 0 0 
8 7 3 ,  0 0 0 
9 3 7 ' 0 0 0 
1 , 0 2 5 , 0 0 0  
1 ,  1 0 6 , 0 0 0  
1 ,  1 8 5 ,  0 0 0  
l ,  2 6 9,  0 0 0 
1 ,  3 4 6 ,  0 0 0  
1 ,  3 7 5 , 0 0 0  
備考 この表は， 事務次官， 外局の長， 大学の学長， 試 験所





富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町 1 丁 目 5 - 18
電 話 （2 4 ) 1 7 5 5 刊
